
一般社団法人　日本家族療法学会
認定スーパーヴァイザー　倫理細則
一般社団法人日本家族療法学会「認定スーパーヴァイザー」（以下、「認定スーパーヴァイザー」という。）は、家族に専門的にかかわる人材の育成と家族療法を行う専門職に対する指導者として、本細則による倫理上の指針を遵守しなければならない。
（教育と研鑽）

第１条　認定スーパーヴァイザーは、家族療法に関する最新の知見と技術の向上を目指し、多様なスーパーヴィジョンの方法や形態について、継続的に研鑽を積まなければならない。家族支援や家族療法の実践にたずさわる専門家や本学会の会員に対するスーパーヴィジョンの活動を真摯に検討し、倫理面での点検を行うものとする。
（個人情報の保護）

第２条　認定スーパーヴァイザーは、スーパーヴィジョンの過程で知りえた個人情報の管理に細心の注意を払い、プライバシーの保護に努めなければならない。
（公表に伴う責任）

第３条　スーパーヴィジョンの事例や研究成果の公表に際しては、法令の定めのあるものを除き、原則として、スーパーヴァイジーから同意を得ることとする。
（職権乱用の禁止）

第４条　認定スーパーヴァイザーは、一般社団法人家族療法学会の認定の資格であることを自覚し、家族療法の専門性と信頼を傷つけることのないよう配慮しなければならない。
（専門的な指導関係の維持）

第５条　認定スーパーヴァイザーは、スーパーヴァイジーに対して契約の範囲を超えた金品や情報の授受、私的関係の構築及びハラスメント行為を行わない。

（インフォームド・コンセント）
第６条　認定スーパーヴァイザーは、指導に先立ちスーパーヴァイジーに対してスーパーヴィジョンの内容、期間、目標、守秘義務、リスク、対価、その他必要な事項について責任と義務等についてじゅうぶんに話し合い、原則として、文書により確認する。
（本細則の違反）

第8条　本細則が遵守されなかったときの取扱は、別途、定める。

附則
1.　本細則は、2020年6月7日より施行する。
